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グリーンアーキテクチャーの研究

A Study on the Green Architecture

地球温暖化などの深刻な環境悪化が進む中で、環境負荷の少ないサスティナブルな「緑の建築」に対する
ニーズが高まっている。本調査研究では、「緑の建築」の重要な要素となる施設緑化、特に屋上緑化に焦点
をあてている。2000年度から2002年度までの 3 年度にわたり、国内および国外の環境保全の先進的事
例の調査をふまえて、施設緑化の役割、効果、デザイン手法などを明らかにした。その研究成果の一部を中
日新聞静岡特集版に「緑の屋根はいかが？」として連載している。

With the progress of serious environmental pollution such as the global warming, there is the increased
demand for the sustainable “green architecture” whose environmental load is limited. We have focused on roof
greenery which is the one of important means of facilities afforestation among “green architecture” in this
study. And we have studied the function, effect and design technology of facilities afforestation by the investi-
gation of the advanced internal and external examples of environmental preservation and development for
three years from 2000.

The articles reflected our results of research are published serially as the title “Won’t you have some green
roofs?” in the Chuunichi newspaper.

はじめに

本稿は、2002年度デザイン学部長特別研
究「緑の建築（施設緑化）デザイン手法調査
研究」の研究成果の概要を示したものである。
これまで、2000年度「都市の屋上緑化に
係わる基礎調査研究」において本学屋上緑地
「創造の丘」の観察調査など屋上緑化の推進に
必要な基礎的な情報の収集と整理を行い、
2001年度「屋上緑化デザイン手法研究」で
は、主に環境保全面における屋上緑化の役割
及び屋上緑化の普及への課題の整理を行った。
また、環境先進国といわれるドイツ諸都市に
おいて緑化推進の状況を視察し、ドイツ諸都
市とわが国における屋上緑化の目的やデザイ
ン手法などを比較した。
2002年度本研究では、これまでの成果を
ふまえて、わが国における屋上緑化の役割、時
代的変遷、技術や景観形成の手法などを整理
し、屋上緑化の推進に向けた総合的な情報と
してまとめることを目的とした。また、環境
保全推進の視点から、花と緑によるまちづく
り活動にも注目し、ガーデンシティとして世
界的に名高いクライストチャーチ（ニュー
ジーランド）を視察し、当地における市民に
よる都市の美化運動の情報を収集した。
2003年 5 月から、屋上緑化および都市緑
化推進活動の一環として、これまでの研究成
果の一部を中日新聞静岡特集版に「緑の屋根
はいかが？」として連載している。

1．サスティナブルデザインと緑の建築

1-1．サスティナブルデザインの考え方
サスティナブルデザインは、地球環境保全
の考え方にもとづいた計画・設計の手法を言
う。生態的な循環システムをめざすエコロジ
カルデザインと共通する部分が多いが、地域
開発や経済活動のありかたなども含むことか
ら、エコロジカルデザインよりも、より広範
で多様な領域を対象とする概念であるといえ
る。環境教育学者デイビッド・オールは、サ
スティナビリティには「テクノロジカル・サ
スティナビリティ」と「エコロジカル・サス
ティナビィティ」があると指摘している。＊1
1972年に、ストックホルムで「かけがえ
のない地球（Only One Earth）」をテーマと
した地球人間環境会議が開催された。これは、
先進国の取り組みが経済発展重視から環境保
全に変わった大きな転機であった。この流れ
を受けて、1980 年代初頭に米国ワールド
ウォッチ研究所のレスター・ブラウンらが「サ
スティナブルな社会の構築」と言う言葉を使
い始めた。ここでは、サスティナビィティと
いう言葉が、社会全体の将来像を示す概念と
して用いられている。＊2
このようなサスティナブルな社会づくりに
むけて、建築や環境デザインの分野で具体的
なサスティナブルデザインの考え方が起こっ
たのは1990年代になる。
我が国にサスティナブルデザインの考え方
が広まったのは1990 年代になってから。
1992年の地球サミットにおいて「持続可能
な開発」が全世界的な注目を集めたことによ
る。その後、1997年京都の環境サミットで
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A Study on the Green Architecture

京都議定書が定められたことなどをふまえて、
国内でも持続可能な社会づくりに向けた活動
が進められている。

1-2．緑の建築
緑の建築 Green Architecture は、サス

ティナブルデザインの考え方に基づいた建築
デザインの概念である。明確な定義はない。ブ
ライアン・エドワーズは、緑の建築を特集し
た英国アーキテクチャー誌のレポートの中で、
緑の建築の向かうべき方向を示唆する潜在的
要素として、次の 5 つの項目を示している。
①自然から学ぶ
：自然は、建築デザインに応用が可能な、相
互依存の形態（パターン）と法則（オーダー）
を持っている。建築や都市のライフサイク
ルの形成にあたって、自然から学ぶことは
多い。
②自然のモデルを引用する
：自然の中で用いられている形態、構造、素
材は長い歴史の中で十分にテストされてお
り、サスティナブルである。英国の建築家
ノーマン・フォスターは、ロンドンの事務
所ビルや、ベルリンのドイツ連邦議事堂の
換気システムに生態的な呼吸システムを取
り入れている。

③自然を実際に利用する
：空気の浄化などの実利的効果、リラクゼー
ションなどの精神的効果が高い。商業施設
のアトリウムや住宅室内の植栽など多くの
需要がある。
④エコロジカルな評価システムに対する経済

的メリット
：英国の BREEAM 、米国の LEED などの
エコロジカルな建築評価システムに対して、
エネルギー消費での環境負荷低減面での評
価が高い。
⑤全ての生物種はデザイナーである
：自然は、全ての生物がある流儀の中でデザ
インの選択を試みていることを教えている。
全ての生き物は、豊かさ、複雑さ、結果と
しての自身の美しさの探求にとらわれてい
る。エコロジーへの対応としてみれば、全
ての人が建築家である。＊3
生態的建築としては、アジア系米国人建築
家ケン・ヤング氏が提案するバイオクライマ
ティックタワーが好例として挙げられる。彼
は、建築のライフサイクルを自然をモデルと
したエコロジカルシステムに求めた。高層ビ
ルの中に換気のための自然な空気の流れをつ
くり、コンポストのための再生ごみを下降さ
せるシステムを構築した。これにより建築物
のライフサイクルにおけるエネルギーコスト
を40%削減することが可能であるという。
また、1970年代に旧西ドイツでおこった
バウビオロギー（建築生物学）の動きも重要
である。生物学や生態学と建築との関係を、人
間の身体を通して考察した。大都市の集合住
宅の疾患発生率が郊外戸建住宅と比べて異常
に高いことから、建築環境が人体に及ぼす影
響の研究が主なテーマであった。自然科学的
なエンジニアリングだけでなく、人間の心地
よさの体験、感覚的な快さを重視している点
に特徴がある。その後、環境保全問題が深刻
化したことから、素材のライフサイクルや建
築のエコ収支などに焦点を当てたバウエコロ
ジー（建築生態学）が起こった。現在では建
築物にとどまらず、緑とコミュニティーの回
復、環境付加の少ないコンパクトな「自然な
街」づくりなど、都市デザインの領域にも展
開されている。
バウビオロギーの実践は様々な形で行われ
たが、中央ドイツのカッセル市におけるヘッ
ガー教授夫妻によるエコロジー団地は、わが
国の建築家や環境デザイナーに大きな影響を
与えた。＊4＊5
我が国では、1990年代になってサスティ
ナブルな建築が普及する動きが現れた。

写真－1：ドイツ連邦議事堂／ノーマン・フォス
ター設計
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グリーンアーキテクチャーの研究

1997 年に環境共生住宅推進協議会により
「環境共生住宅宣言」が出された。1998年に
は環境共生住宅認定制度が設けられ、環境共
生住宅の普及が進められている。1999年に
は、日本建築学会「サスティナブル建築普及
のための提言」が発表された。環境共生住宅
モデルとしては、1994 年に建設された
NEXT21（大阪ガス実験社宅）がよく知られ
ている。現在は、第 1 期 5 年の実験を終え
て第 2 期目を迎えているが、「良好に維持さ
れる緑地とは住民に愛される緑地である」と
の考えから、住民による緑地の維持活動が試
みられている。＊6
緑の建築は、建築物とその敷地を対象にし
ているが、これ以外にも、我々の生活にかか
わる様々な「もの」を対象とした「緑の製品」、

地域の生活環境と住民の協働を対象とした
「緑のコミュニティ」がある。また、これらは
具体的なものや空間などのハード的手法と、
それを支えるソフト的手法によって成り立っ
ているといえる。その概要を「サスティナブ
ルデザイン概念図」に示す。

2．屋上緑化の推進に向けて

2-1．屋上緑化の役割
地球の平均気温は、20世紀初頭から現在

までの100年間に約 1 度上昇した。人間の
生産活動による CO2 排出の急激な増加が主
な原因と考えられているが、熱帯雨林の減少
などにより CO2 を固定する緑の量が少なく
なっていることも一因であろう。農地や郊外
地の開発時に屋上緑化などの施設緑化を行う
ことにより、緑地のミティゲーション（代替）
としての効果が期待される。
また、都市部において問題となっている

ヒートアイランド現象に対して、屋根を植物
で覆うことによりその蒸散効果によって表面
温度を気温に近い状態に保つことができる。
東京都では、過去100年間に都市部の年間平
均気温が約 3 ℃上昇しており、30年後には
気温が43℃を超えるという予測もなされた。
これに対して東京都は一定規模以上の施設に
対する屋上緑化義務条例を設け、2015年ま

図－1：サスティナブルデザイン概念図

写真－2：カッセル市のエコロジー団地
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せることも、重要な役割のひとつとされてい
る。我が国では台風などの豪雨時の雨漏りを
防ぐため、現状では屋上緑化に対して短時間
での排水性能が求められているが、今後は都
市災害防止の面から、貯水機能の有効利用に
ついても検討しなければならない。

2-2．屋上緑化の時代的変遷
屋上緑化の起源は定かではない。古代ギリ
シャ・ローマ時代に七不思議として伝えられ
たバビロンの空中庭園が人工的な庭園の始ま
りとも言われるが、実際は、欧州の石造建築
のテラス緑化や北欧の草屋根住居などが現在
の人工地盤緑化や屋上緑化のルーツだと考え
られている。
我が国で屋上緑化と呼べる本格的な屋上庭
園が造られるようになったのは、明治の後期
から大正の初め、西洋建築が盛んに導入され
た頃だと考えられている。記録に残るものと
しては、大正 3 年に建てられた三越本店の屋
上庭園がある。ルネサンス様式 5 階建ての屋

でに1200haの屋上緑化を実現することを
めざしている。＊7
屋上緑化による空調負荷の低減効果につい
ては、東京工大の梅干野教授の実験で、一般
的な事務所ビルで屋上緑化を行うことにより、
日中の最高室温の上昇が約 8 ℃抑えられ、断
熱材と組み合わせることにより約12℃の抑
制が可能であるという試算を示している。＊8
2001 年度から行っている本学「創造の

丘」での気温･地中温度観測結果を見ると、夏
季 7 月の最高気温が39.6℃を記録している
のに対して地中温度は31.5度が最高であっ
た。冬季 1 月では、最低気温は－2.1℃で
あったのに対し地中温度は 4 ℃が最低であっ
た。1 日温度の上下変動を見ると、気温の平
均上下変動は夏季で約 5 ℃、他の季節では約
7 ℃であるのに対し、地中温度の上下変動の
平均値は年間を通じてほぼ 1 ～ 2 ℃であっ
た。これらのことから、屋上緑化によって、夏
季には外部の熱が建築物内に侵入することを
抑え、冬季は冷え込みを防止する効果がある
ことが分る。また、土壌部の温度変化が少な
く、かつ緩やかなことは、その下の建築躯体
や防水層の劣化を抑える効果が高いことを示
している。
赤外線温度計による表面温度の調査では、

夏季の直射日光の下でコンクリート表面が約
58℃、木製枕木が約60℃と高温であった
が、低木の葉面は約40℃であった。これは植
物の蒸散効果により表面温度の上昇が抑制さ
れていることを示している。都市の建築物屋
上の多くを植物で覆うことができれば都市の
表面温度を低減する効果が期待できる。
また、観察結果から、これらの効果を保つ
ためには土壌の水分が適度に保たれて植物が
成育していることが必須条件であることがわ
かった。本学屋上では草地部分の潅水を行
なっていないため、2000年及び2001年の
夏季の旱魃で土壌が乾燥し植物の地上部が枯
れた。その時点では、地中温度が気温を超え
る逆転現象も観測された。
屋上緑化のもうひとつの役割として雨水排
水の削減効果がある。ドイツでは、これまで
無料だった敷地内の雨水の下水への排水を有
料化して排水量を抑制する動きが始められて
いる。屋上緑地に雨水を貯めて植物に吸収さ

図－2：「創造の丘」一日の気温・地中温度変化

写真－3：赤外線温度計による表面温度計測
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上に、泉水、ガラス張りの温室、「空中庵」と
名づけられた茶室、音楽堂とともに花や舶来
の園芸品売り場などが設けられた。この時代
は、まだ公共の文化施設が少なく、デパート
が社交場としての役割を持っていた。
第二次大戦前の事例では、彫刻家の朝倉文
夫氏が自らデザインしたというアトリエ（現・
朝倉彫塑館）の屋上庭園が残っている。戦後
になるとル・コルビュジェなど多くの欧米建
築家の作品や思想が紹介された。その中で、屋
上緑化も新しい都市建築の要素として位置づ
けられ、住宅公団のアパートにも用いられた。
1960～70年代には、オイルショックを
機とした環境保全意識の高まりや、新全総に
よる列島改造ブームを背景として都市のオー
プンスペースとして人工地盤緑地が造られた。
公共駐車場上部を利用した宮下公園（1966
年）や下水処理場の上部を利用した荒川自然
公園（1974年）などが好例として挙げられ
る。また、1970年に創設された総合設計制
度も地価の高い都心部の立体的緑化を推進す

る役割を果たした。
近年では、学校ビオトープの一環として校
舎屋上に水田や自然園を設ける例や、企業の
地域貢献、あるいは CI・広報の一環として屋
上に緑地を設ける例など、多様な広がりを見
せている。これまでの主流であった景観形成
やレクリエーション的な利用に加えて、病院
や福祉施設の癒し空間としての利用も行われ
ている。東京都墨田区にある聖路加病院の屋
上庭園には、バラ園や子供の遊び場などが造
られており、アケビ棚の下で患者と見舞い客
が楽しげに談笑する姿が見られる。また、
2000年には本学が開学し、自然な丘を模し
た屋上緑化「創造の丘」が地域の話題を呼ん
だ。
2001年には東京都が都心部の緑化推進を
目的として一定規模以上の施設に屋上緑化を
義務付けた。これにより、一般的な造園手法
による庭園型緑地に比べて建設費や維持費の
少ない薄層緑化や粗放型緑化が普及し始めて
いる。

図－3：国内の屋上緑化事例年表
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2-3．屋上緑化の手法
屋上緑化の手法は、大きく「インテンシブ
緑化」と「エクステンシブ緑化」に分けられ
る。インテンシブは集約的の意味で、インテ
ンシブ緑化は維持のための手入れを必要とす
る「庭園型緑化」。これに対してエクステンシ
ブは粗放的の意味で、あまり手入れを必要と
しない「原っぱ型緑化」と言い換えられる。
環境先進国といわれるドイツでは、屋上緑
化の約95％が手入れを必要としない原っぱ
型緑地である。屋根の土による断熱効果に
よって冬期の暖房費を節減することが目的で
あるため、維持費を低く抑えることが重視さ
れている。手入れは原則として年 1 回、「鳥
が運んできた種から生えた木を植え替えたり、
草が枯れた場所に種や肥料をまくぐらい」。植
栽は、乾燥に強いセダム類と地域の野草が混
在している場合が多い。自然な成育に任せる
ため、おおむね 3 年ほどで地域の野草に移行
するという。＊9
草屋根を利用したエコロジー団地（カッセ
ル市）では、ヘッガー教授夫妻の設計による
土壁と草屋根を用いたパッシブ住宅で、一般
の住宅に比べて暖房費を約 3 割低減できた。
また、蟻塚のように家全体を土で覆ったミン
ゲ教授自邸では、約 7 割低減できたという。
「エコロジーはエコノミー」と言われる所以で
ある。
これに対して、我が国の屋上緑化は、これ
まで景観形成やレクリエーションなどでの利
用を重視した庭園型緑化が主流であった。中
低木や草花を主にした造園的手法によるもの
で、水まき、選定などの手入れが不可欠であっ

た。横浜駅前の相鉄ジョイナス屋上に造られ
た「ジョイナス彫刻の森」（1978年）では、
約4，600㎡の緑地に大小約 2 万本の樹木
が植えられており、美しく選定された樹林の
間にブロンズ彫刻が置かれている。維持費は
かかるが、商業施設の顧客サービスの一環と
して考えられている。
今後の傾向としては、我が国においても環
境保全を目的とした屋上緑化が増加傾向にあ
ることから、維持費が比較的少ない原っぱ型
緑化の事例が増えるものと予測される。

2-4．静岡県内における屋上緑化の普及状況
研究調査の一環として、本学教員と地域企
業メンバーらにより、都市緑化推進を目的と
した「緑花研究会」を2000年度に発足した。
これまで、2 回の緑のシンポジウムと隔月の
勉強会を開催してきたが、2002年度には、
屋上緑化に係わる情報提供を目的として、静
岡県内の屋上緑化事例を紹介する「屋上緑化

写真－4：聖路加病院屋上緑地のアケビ棚
写真－5：土で覆われたアースシェルター／カッセ

ル・エコロジー団地

写真－6：ジョイナス彫刻の森
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マップ」を作成した。2002年10月から緑
化研究会ホームページ上で公開しており、新
規情報についても随時追加掲載している。
2003年 7 月現在で、県内の屋上緑化30ヶ
所を紹介している。内訳は、学校、文化施設
などの公共施設19ヶ所、高齢者施設、マン
ションなどの民間施設11ヶ所。また、参考と
して愛知県三河地域内のエコロジー施設など
3 ヶ所を紹介している。住宅などの小規模な
ものは情報を得にくいため、事例の総数はと
らえきれていない。
東京都造園緑化業協会が2001年度に会員
を対象として行ったアンケート調査によると、
屋上緑化の施主の比率は、国12％、県・市町
村などの地方自治体23％に対して、民間企
業が49％であった。都市部における民間企
業の活動状況が異なることにもよるが、条例
による屋上緑化義務化の効果が民間企業の実
施を誘導しているものと考えられる。＊10
緑化の規模を見ると、5 千～ 1 万㎡の大

規模事例が 3 ヶ所。これらを除いた平均的な
規模は約300㎡であり、小規模な事例も多
い。竣工時期は、2000年が 5 ヶ所で最も多

く、これについで2002年の 3 ヶ所であっ
た。最近の施工事例が多い。
緑化手法としては、今のところ庭園型が主
流である。アクトシティ、静清浄化センター
などが代表的な例としてあげられる。原っぱ
型緑化の例では、本学「創造の丘」、浅沼技研
工場、月見の里（セダム緑化）などに特色が
ある。
2003年度には、静岡県西部地区で県西部
流域処理場の上部を利用した多目的緑地、及
び静岡県浜松総合庁舎、浜松市役所のモデル
屋上緑地が建設される。また、都市緑化を進
める（財）グリーンバンクの補助制度が
2004年度から民間施設の屋上緑化・壁面緑
化などに拡大されることから、医療施設や高
齢者福祉施設などを主に県内での屋上緑化の
普及がこれまで以上に進むものと期待される。

3．市民による緑のまちづくり活動

3-1．ドイツ諸都市の環境施策
2000～2001年度にかけて、環境先進国
といわれるドイツ諸都市の都市緑化の推進状

図－4：屋上事例マップ
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況を調査した。カールスルーエにおける市民
活動を原点とした緑のネットワークづくり、
アルプ川ビオトープの保全、路面電車を活か
した公共交通体系の整備。カッセルのエコロ
ジー団地における市民と行政の協働によるサ
スティナブルな試みと、その流れを汲むパッ
シーブ住宅団地、そしてウンターノイシュ
タット地区における住民運営方式による総合
的な住環境整備への取り組みなど、我が国が
今後取り組まねばならない都市の生活環境の
課題に対するひとつの明確な解答が得られた。
ヨゼフ･ボイスの環境パフォーマンス「7000
本の桂」をきっかけに、多くの市民が環境に
対して興味を持つようになったという話は、
まちづくりとアートとの結びつきを探る上で
興味深い。
また、首都ベルリンでは、世界的な企業の
ダイムラー・クライスラー社が開発したダイ
ムラーシティにおいて、雨水の利用とビオ
トープによる調整池の自然浄化を行う都市水
循環システムの試みが行われている。ダイム
ラー社は、自社ビルの全ての屋上を緑化する
ことを宣言しており、企業が地域の一員とし
て環境保全に積極的に取り組むことの重要性
を示している。

3-2．ガーデンシティ・クライストチャーチ
の緑のまちづくり

2 0 0 2 年度は、クライストチャーチ
（ニュージーランド）における市民による花と
緑のまちづくり活動を調査した。
クライストチャーチはガーデンシティとし
て世界的に名高く、市の中心部には日比谷公
園の約15倍以上の面積をもつハグレーパー

クが広がっている。中心部を蛇行するように
エイボン川が流れており、全体に緑が多くの
どかな雰囲気が漂っている。ここでは、初期
移民開拓者の時代に市民が始めた花と緑によ
る美化運動が今も続けられている。毎年 2 月
中旬には、クライストチャーチ美化協会とカ
ンタベリー造園協会が中心となってガーデン
シティ・フェスティバル・オブ・フラワーズ
が開催される。市中心部のカテドラルとカテ
ドラル広場、植物園などを会場として、花の
展示、コンテスト、ファッションショー、コ
ンサートなどが行われる。
個人の庭を訪れるシティ・ガーデン・ツアー
ズが年間を通じて行われているが、フェス
ティバルの期間中は、特に、コンテストの最
優秀賞を受けたプレミアガーデンを訪ねるオ
フィシャルのプライズ・ウィニング・ガーデ
ンツアーが企画されている。郊外の住宅地を
中心にガーデニングを楽しむ市民が多く、道
路に面した前庭を花で飾る家が多く見られる。
ガーデンコンテストは、プライベートガー
デン、クラブ、ストリート、コミュニティな
ど様々な部門に分かれており、毎年2000以
上の応募があるという。
活動の中心となる「クライストチャーチ美
化協会」は、1897年設立された。美化協会
は市と協力して、クライストチャーチのガー
デンシティのイメージを維持すること、市の
庭園の美化と改善に影響することへの人々の
関心の保持と促進のために働いている。また、
「カンタベリー造園協会」は、カンタベリーの
人々が造園の喜びの知識、情報と楽しみを得
る機会を提供するため、毎年のガーデンコン
テスト、ツアー、教育プログラムを運営して
いる。＊11
これらの活動は市民の間に深く根付いてお
り、市民らは自らの町を「ガーデンシティ」と
誇らしげに呼んでいる。

終わりに

地球環境保全や急速な高齢化進行などの社
会問題を背景に、サスティナブルな生活環境
の形成への対応が急務とされている。2000
年度から 3 年度にわたる研究・啓蒙活動の中
で、屋上緑化に関しては技術的に熟成して展

写真－7：ダイムラーシティのビオトープ



□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

193   静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.4　2003

グリーンアーキテクチャーの研究

開期に入っており総合的な情報提供などの具
体的な活動が求められる段階であることが明
らかになった。今後の活動の目標としては、緑
の建築、緑のコミュニティのモデル化など、よ
り広範な領域でのサスティナブルデザインの
具体的な展開があげられる。
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